
3-5  作業環境測定 費用の問題

作業環境測定の費用を低減するために以下の方法が考えられます。

①施設内＇事務等（の作業環境測定士が測定を行う。＇作業環境測定法第3条 事業

所内の作業環境測定士が行うこと。行うことができないときは外部作業測定機関に委託すること（

②事業主はホルマリンの作製、分注、臓器・組織の固定を設備と人員の整

った病理部門に集約させることにより、内視鏡室、手術室の作業 環境測

定を省くことができる＇通達 基安発第1119001号（。

③医療機関では、EOガスの作業環境測定が6カ月以内に一度行っている。

FAの測定も同時期に行うと外部委託機関の出張料が安価となる。

④第2種作業環境測定士は医師、薬剤師、臨床検査技師は試験科目 の免

除があります。ホルムアルデヒドは第2種作業環境測定士が測定を行う

ことが可能です。病理部内で有資格者を配置し測定する。



資料4 健康管理

• 特定業務従事者健康診断により6ヶ月以内に1度、定期に

一般健康診断を行なわなくてはいけない ＇安衛則45条、

51条、51条の４、52条（。

• 健康診断の評価、記録の保管義務は5年である。
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4-1 特定業務従事者健康診断

①健診の内容は1年に1回行う定期の健康診断と同じである。

②ただし「自覚症状及び他覚症状」の項目や診察においては鼻
咽頭がんに関する症状に留意する必要があること。また、低濃
度長期曝露による健康障害は自覚症状、他覚症状から始まる事
こともあり、シックハウス症候群症状も留意し、過去のデータと照
らし合わせ健康管理を行うことが望まれる。
通達「労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令及び特定化学物質障害予防規則等の一部
を改正する省令等の施行等について」＇平成２０年２月２９日基発第０２２９００１号（

③医療機関では＇安全衛生規則第13条第1項第2号に該当する
看護師、放射線に係る人、EOガスを扱う人が対象となる。
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4-2 安全衛生規則第13条第1項第2号

ホルムアルデヒド、EOガス

放射線

看護師



特定業務従事者健康診断を

行った後は、所轄労働基準監

督署に「定期健康診断結果報

告書」＇右図（を提出する。

事後措置

有所見者がいた場合、その作

業所はFAの取り扱いには不
適切である。早急に改善しな
ければいけない。

4-3 定期健康診断結果報告書 ｦ



資 料 5 掲 示

•特化則 38条の3 掲 示

•病理部門用に作製
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名
称

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

人
体
に
及
ぼ
す
影
響

目
に
対
し
て

目
、
鼻
に
刺
激
を
感
じ
る
。
濃
度
が
高
く
な
る
に
つ
れ
目
を
刺
激
し
、
涙
が
出

る
。
濃
い
液
が
入
る
と
失
明
の
お
ぜ
れ
が
あ
る
。

吸
引
し
た
場
合

く
し
ゃ
み
、
咳
が
出
る
。
鼻
腔
、
の
ど
、
気
管
支
粘
膜
を
刺
激
し
、
炎
症
を
起
こ

す
。
高
濃
度
で
は
呼
吸
困
難
に
陥
る
。
長
期
曝
露
に
よ
り
鼻
咽
頭
が
ん
の
発
生

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。

皮
膚
に
付
着
し
た
場
合

皮
膚
炎
を
起
こ
す
。
度
々
、
接
触
す
る
と
ア
レ
ル
ギ
ー
性
皮
膚
炎
、
接
触
性
皮

膚
炎
な
ど
を
引
き
起
こ
す
。

ぜ
の
他

ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
悪
化
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
、
化
学

物
質
過
敏
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。

取
り
扱
い
上
の
注
意

ホ
ル
マ
リ
ン
容
器
・固
定
臓
器
の
容
器
は
蓋
を
し
二
重
密
閉
す
る
。

蓋
の
開
閉
は
短
時
間
で
済
ま
せ
、
蒸
気
の
拡
散
を
可
能
な
限
り
防
ぐ
。

排
気
装
置
内
作
業
を
徹
底
す
る
。

ホ
ル
マ
リ
ン
の
し
み
込
ん
だ
ガ
ー
ゼ
な
ど
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
密
栓
し
、
蓋
付

き
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
。

肌
の
露
出
を
避
け
、
個
人
用
保
護
具
を
着
用
す
る
。



応
急
処
置

目
に
入
っ
た
場
合

直
ち
に
多
量
の
水
で
十
五
分
以
上
洗
眼
し
、
速
や
か
に
医
師
の
手
当
て
を
受
け
る
。

吸
引
し
た
場
合

直
ち
に
新
鮮
な
空
気
の
場
所
に
移
動
し
、
速
や
か
に
手
当
て
を
受
け
る
。

皮
膚
に
触
れ
た
場
合

水
で
洗
い
流
す
。
多
量
の
場
合

速
や
か
に
多
量
の
水
で
洗
い
流
す
。
汚
染
さ
れ
た

衣
服
や
靴
は
速
や
か
に
脱
が
せ
、
医
師
の
手
当
て
を
受
け
る
。

漏
洩
時
の
措
置

少
量
の
場
合

水
で
洗
い
流
す
か
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
中
和
剤
及
び
中
和
シ
ー
ト
を
有
効
に
使
用

す
る
。

大
量
の
場
合

関
係
者
以
外
退
避
さ
せ
る
。
水
で
ぬ
ら
し
た
手
ぬ
ぐ
い
等
で
口
、
鼻
を
覆
う
。
ぜ
の

後
、
必
ず
保
護
具
を
着
用
し
、
多
量
の
水
で
洗
い
流
す
か
、
中
和
剤
ま
た
は
中
和
シ

ー
ト
を
有
効
に
使
用
し
、
拭
き
取
り
を
行
な
う
。

ぜ
の
他

溶
液
が
高
温
に
熱
せ
ら
れ
る
と
含
有
メ
タ
ノ
ー
ル
に
着
火
し
て
燃
焼
す
る
場
合
が

あ
る
。

掲
示
義
務
（
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則

第
３
８
条
の
３
に
よ
る
）



資料6 作業記録

•特化則第38条の4に基づく作業の記録

•30年間の保管
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① 労働者の氏名、従事した作業の概要及び当該作業に従事し
た期間 特別管理物質により著しく汚染される事態が生じた
ときは,その概要及び事業者が講じた応急の措置の概要＇特
化則第38条の4（。

② FA総曝露量がわかる作業記録を提案する。最も気中FA濃
度を悪化させる切り出し作業につき次の３つを準備する。

・作業の概要→標準作業工程の作製＇表1（

・作業に従事した時間、期間→月ごとのカレンダーを作製

・どのような環境→作業環境測定

③従事した作業工程のいずれかを月間予定表に記入する＇表2（

6-1 作業記録



6-2 作業記録

A工程 B工程 C工程 D工程

作業内容 全般 手術材料 生検材料
固定液作

製

所要時間 4時間 1時間 1時間 0.5時間

内容
カセット水洗 カセット水洗 希釈

臓器水洗 臓器水洗 分注

写真撮影 写真撮影

切り出し 切り出し 切り出し

籠詰め 籠詰め 籠詰め

器具洗浄 器具洗浄 器具洗浄

検体受付 検体受付 検体受付

臓器固定 臓器固定

表1 切り出し標準作業工程表
○子さん ×男君 □さん △君

1 月 B C D
2 火 B C

3 水 A

4 木 A
5 金 A

6 土 A

7 日

8 月 D B C

9 火 B C

10 水 A

11 木 A
12 金 A
13 土 A

14 日

15 月 C D B

16 火 C B

17 水 A
18 木 A

19 金 A
20 土 A

21 日

表2 月業務表

主な工程を作業環境測定と連動させる
または定期に測定を行う 備考(作業環境測定結果)



資料7 病理部門以外の対応

通達 基安発第1119001号 の解釈
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7-1  病理部門以外の法規制

①厚生労働省が「平成20年度化学物質による労働者の健康障害防止に

係るリスク評価検討会報告書＇医療現場におけるホルムアルデヒドに

ついて（」を公表 http://www.mhlw.go.jp/shingi/2008/10/s1027-15.html

②「労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令及び特定化学物質障

害予防規則等の一部を改正する省令の施行に係る留意点について」

基安発第1119001号 で別添団体の長、基安発第1119002号で都道府

県労働局労働局長に通達が出された＇平成20年11月19日（
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7-2  発散抑制措置について
本文 病理学的検査においては、作業を人員及び設備の整っている病理検査室、衛

生検査所等に可能な限り集中化することがホルムアルデヒドにばく露するリスクの低減化

には重要であること。作業を集中化した病理検査室、衛生検査所等は、局所排気装置等

を設置し、労働者のばく露防止対策を行うことが必要であること。一方、病理検査室、衛生

検査所等以外においては、手術室では患者の感染防止のため室内を陽圧に保つ必要が

あること、その設置が医療行為を妨げること等から、局所排気装置等の設置が著しく困難

な場合がある。その場合は、特化則第5条第2項に基づき、全体換気装置の設置その他の

労働者の健康障害を防止するための必要な措置を講じなければならないこと。

解説 事業所としてホルムアルデヒドの一極集中化を目的としている。病理検査室が管

理濃度0.1ppm以下をクリアし、第1管理区分を維持できる設備と人員を整備すること。そし

て、病院内の尐量取扱い以外の作業を病理室に集中することにより、事業所として労働衛

生管理、曝露防止、金銭面の問題の両方の対策が行える。尐量扱う場合においても全体

換気等に気を配る必要はある。



7-3 作業環境測定、健康診断について

本文 医療機関の病理検査室、衛生検査所等において行われている病理学的検

査においては、通常常態としてホルムアルデヒドが使用されており、法令に基づき定

期的に作業環境測定を行い、その結果に基づき作業環境改善を進めることが必要

であること。一方、医療機関においては、病理検査室、衛生検査所等以外の場所で

行われる内視鏡検体等の浸漬のため、ホルムアルデヒドの溶液の小瓶を開閉する

作業を行う場合があるが、当該作業が1回5秒程度で、1日当たりの取扱い頻度が10

回程度である等ホルムアルデヒドの取扱いが短時間、低頻度であり、気中濃度が著

しく低い場合には、作業環境測定の対象とはならないこと。また、その場合には、当

該取扱いに係る労働者は安衛則第45条第１項の特定業務従事者の健康診断の対

象とはならないこと。
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7-4 作業環境測定、健康診断について

解説

作業環境測定、健康診断の対象となら

ない方法である(表1)。

①尐量・臨時取り扱いまたは事業所として管理
されている(写真1)

②衛生教育の実施

③「開けたらすぐ閉める」の作業方法の統一

④最低量の保管＇写真2（

⑤希釈・分注作業 行わない ＇写真3（

⑥漏えい防止措置

⑦保護具や全体換気

41

写真1 作業台には小瓶数本

写真2 臨時保管分はFA処理
剤等で処分できる量

写真3 分注作業の様子



7-5 医療機関の尐量取り扱いにおける法規制の範囲

告示・指針・通達適用

G
R

A
Y
  Z

O
O

N
 

法律適用

尐量・臨時取り扱いが事業所として管理され

ている

多量取り扱いが事業所として管理されてい

ない

衛生教育及び
作業方法の統一

実施 実施 未実施

分注作業 行わない
代替ホルマリン

必要最低限量・頻度 ．
保護具

毎日
多量＇数十本（

保管 置かない 1日で使い切る分＊α

密閉・漏洩防止を実行
多量
密閉・漏洩防止
を実行

多量
密閉・漏洩防止を行っ
ていない

必要な措置 保護具全体換気 局所排気装置
作業主任者
健康診断
作業環境測定
作業記録

開けたらすぐ閉める作業の徹底

基安発第1119001号、基安発第1119002号 4242

対象 内視鏡室・外来・手術室・開業医表1
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内視鏡室等の
尐量取り扱いについて

7-6


